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衆
議
院
議
員
浅
野
貴
博
君
提
出
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
福
島
県
は
じ
め
各
地
域
の
畜
産
農
家
等
へ
の
被
害
に

対
す
る
政
府
の
取
り
組
み
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
浅
野
貴
博
君
提
出
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
福
島
県
は
じ
め
各
地
域
の
畜
産
農
家
等
へ
の
被

害
に
対
す
る
政
府
の
取
り
組
み
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
三
月
の
東
京
電
力
株
式
会
社
（
以
下
「
東
京
電
力
」
と
い
う
。
）
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
（

以
下
「
本
件
事
故
」
と
い
う
。
）
の
発
生
以
降
、
収
集
さ
れ
た
稲
わ
ら
等
を
給
与
さ
れ
た
肉
用
牛
で
あ
っ
て
、
そ
の
肉
に
つ

い
て
暫
定
規
制
値
（
原
子
力
安
全
委
員
会
が
策
定
し
た
「
原
子
力
施
設
等
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「

飲
食
物
摂
取
制
限
に
関
す
る
指
標
」
中
の
値
で
あ
っ
て
、
当
面
、
食
品
中
の
放
射
性
物
質
の
規
制
値
と
さ
れ
、
こ
れ
を
上
回

る
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
た
食
品
に
つ
い
て
は
、
食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
）
第
六
条
第
二

号
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
超
過
す
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

が
検
出
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
の
う
ち
、
市
場
に
出
荷
さ
れ
た
も
の
と
し
て
同
年
七
月
二
十
四
日
ま
で
に
各
都
道
府
県

か
ら
農
林
水
産
省
へ
の
情
報
提
供
を
基
に
把
握
し
た
頭
数
の
合
計
は
、
二
千
七
百
四
十
九
頭
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

暫
定
許
容
値
（
平
成
二
十
三
年
四
月
十
四
日
付
け
の
農
林
水
産
省
消
費
・
安
全
局
畜
水
産
安
全
管
理
課
長
通
知
「
原
子
力

一



発
電
所
事
故
を
踏
ま
え
た
粗
飼
料
中
の
放
射
性
物
質
の
暫
定
許
容
値
の
設
定
等
に
つ
い
て
」
に
規
定
す
る
粗
飼
料
中
に
含
有

さ
れ
る
放
射
性
物
質
の
値
で
あ
っ
て
、
粗
飼
料
を
肉
用
牛
等
に
給
与
す
る
場
合
に
、
そ
の
肉
等
か
ら
検
出
さ
れ
る
放
射
性
物

質
の
値
が
暫
定
規
制
値
を
超
過
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
当
面
の
目
安
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
を
超
過
す
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た
稲
わ
ら
を
給
与
し
た
可
能
性
が
あ
る
肉
用
牛
の
肉
に
つ
い
て

は
、
関
係
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
そ
の
流
通
状
況
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
保
管
さ
れ
て
い
る
牛
肉
に
つ
い
て
放
射
性

物
質
に
関
す
る
検
査
を
実
施
し
、
暫
定
規
制
値
を
超
過
す
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た
も
の
に
対
し
て
は
、
回
収
等

の
措
置
を
と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た
肉
用
牛
の
肉
を
数
回
摂
取
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
り
体
内
に

取
り
込
ま
れ
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
か
ら
の
実
効
線
量
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
九
日
に
食
品
安
全
委
員
会
が
報
告
し
た

「
放
射
性
物
質
に
関
す
る
緊
急
と
り
ま
と
め
」
に
お
い
て
「
食
品
由
来
の
放
射
線
曝
露
を
防
ぐ
上
で
か
な
り
安
全
側
に
立
っ

た
も
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
年
間
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
よ
り
も
、
相
当
程
度
低
い
も
の
で
あ
り
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
場

合
分
け
に
か
か
わ
ら
ず
、
健
康
へ
の
影
響
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
に
つ
い
て

二



政
府
と
し
て
は
、
全
国
の
中
央
卸
売
市
場
に
お
け
る
牛
肉
の
取
引
結
果
を
営
業
日
ご
と
に
集
計
し
て
お
り
、
牛
肉
の
価
格

動
向
の
指
標
と
さ
れ
る
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
食
肉
市
場
に
お
け
る
Ａ
�
規
格
の
枝
肉
価
格
の
平
成
二
十
三
年
七
月
十
四
日

か
ら
同
月
二
十
四
日
ま
で
の
平
均
価
格
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
発
生
前
の
同
年
三
月
一
日
か
ら
同
月
十
日
ま
で
の
平

均
価
格
に
比
べ
、
約
二
割
下
落
し
て
い
る
と
把
握
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

福
島
県
に
お
い
て
飼
養
さ
れ
て
い
る
肉
用
牛
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
七
月
十
九
日
に
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措

置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
第
二
十
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
原
子
力
災
害
対
策
本
部
長
に
よ
る
指
示
（

以
下
「
本
部
長
指
示
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
同
県
外
へ
の
移
動
及
び
と
畜
場
へ
の
出
荷
を
差
し
控
え
る
よ
う
要
請
し
て
い
る

状
況
に
あ
る
な
ど
、
被
害
が
定
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
政
府
に
お
い
て
、
現
時
点
で
被
害
額
に
つ
い
て
は
計
算
し
て

い
な
い
。

五
に
つ
い
て

本
件
事
故
を
踏
ま
え
た
家
畜
の
飼
養
管
理
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
九
日
付
け
の

農
林
水
産
省
消
費
・
安
全
局
畜
水
産
安
全
管
理
課
長
及
び
生
産
局
畜
産
部
畜
産
振
興
課
長
の
連
名
の
通
知
「
原
子
力
発
電
所

三



事
故
を
踏
ま
え
た
家
畜
の
飼
養
管
理
に
つ
い
て
」
（
以
下
「
連
名
通
知
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
、
農
林
水
産
省
東
北
農
政
局

消
費
・
安
全
部
長
及
び
生
産
経
営
流
通
部
長
並
び
に
関
東
農
政
局
消
費
・
安
全
部
長
及
び
生
産
経
営
流
通
部
長
を
通
じ
て
、

両
地
方
農
政
局
の
管
轄
区
域
で
あ
る
青
森
県
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
秋
田
県
、
山
形
県
、
福
島
県
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、
群

馬
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
山
梨
県
、
長
野
県
及
び
静
岡
県
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
都
県
の
畜
産
農
家

へ
の
周
知
を
依
頼
し
た
ほ
か
、
畜
産
関
係
団
体
に
対
し
て
、
当
該
周
知
を
依
頼
し
た
旨
及
び
連
名
通
知
の
内
容
に
つ
い
て
情

報
提
供
す
る
と
と
も
に
、
協
力
依
頼
を
行
っ
た
。
加
え
て
、
連
名
通
知
の
内
容
を
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

等
の
方
法
に
よ
り
周
知
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

農
林
水
産
省
と
し
て
は
、
農
家
に
技
術
的
な
指
導
を
行
う
に
当
た
っ
て
一
般
的
に
行
っ
て
い
る
、
五
に
つ
い
て
で
述
べ
た

方
法
に
よ
り
周
知
を
し
て
い
た
が
、
結
果
と
し
て
連
名
通
知
の
内
容
を
知
ら
な
か
っ
た
農
家
か
ら
、
暫
定
許
容
値
を
超
過
す

る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た
稲
わ
ら
が
流
通
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
稲
作
農
家
、
稲
わ
ら
販
売
業
者
等
に
対
す

る
周
知
に
も
力
を
入
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

四



四
に
つ
い
て
で
述
べ
た
本
部
長
指
示
に
基
づ
く
出
荷
制
限
を
解
除
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
は
、
福
島
県
に
対
し
、
適
切

な
飼
養
管
理
の
徹
底
を
前
提
に
、
本
部
長
指
示
に
基
づ
く
緊
急
時
避
難
準
備
区
域
等
に
お
い
て
は
全
頭
検
査
を
実
施
す
る
こ

と
を
、
ま
た
、
そ
の
他
の
地
域
に
お
い
て
は
、
農
家
ご
と
に
一
頭
以
上
に
つ
い
て
放
射
性
物
質
に
関
す
る
検
査
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
検
出
さ
れ
た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
暫
定
規
制
値
を
下
回
っ
た
場
合
の
み
当
該
農
家
の
出
荷
を
認
め
、
そ
の
後
も
定

期
的
な
検
査
を
行
う
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

政
府
と
し
て
は
、
関
係
地
方
公
共
団
体
が
必
要
な
検
査
が
行
え
る
よ
う
協
力
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

八
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
消
費
者
の
信
頼
を
確
保
す
る
と
と
も
に
牛
肉
の
価
格
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
は
、
安
全
な
牛
肉
し
か
流

通
さ
せ
な
い
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
故
発
生
後
に
収
集
さ
れ
た
稲
わ
ら
等
を
給

与
さ
れ
た
肉
用
牛
の
肉
の
う
ち
既
に
流
通
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
一
部
を
民
間
団
体
が
買
い
上
げ
て
焼
却
す
る

仕
組
み
を
整
え
る
考
え
で
あ
る
。

九
に
つ
い
て

東
京
電
力
に
お
い
て
、
平
成
十
九
年
新
潟
県
中
越
沖
地
震
に
よ
る
東
京
電
力
の
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
運
転
停
止
に

五



伴
う
厳
し
い
収
支
状
況
に
よ
り
、
平
成
十
九
年
度
分
以
降
、
役
員
に
対
し
て
賞
与
は
支
払
わ
れ
て
い
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。

ま
た
、
一
般
職
社
員
に
対
し
て
は
、
本
件
事
故
の
発
生
後
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
六
月
に
昨
年
同
期
の
半
分
以
下
の

水
準
と
な
る
月
額
給
与
の
一
か
月
分
の
賞
与
を
支
給
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

十
に
つ
い
て

東
京
電
力
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
末
以
降
、
本
部
長
指
示
に
基
づ
き
出
荷
制
限
等
を
受
け
た
農
林
漁
業
者
の
方
々
等
に

対
し
て
、
仮
払
補
償
金
の
支
払
を
進
め
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
お
り
、
「
一
時
的
な
も
の
を
含
め
て
も
、
未
だ
何
の
賠
償

も
行
っ
て
い
な
い
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。

十
一
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
東
京
電
力
に
対
し
て
、
本
部
長
指
示
に
基
づ
く
出
荷
制
限
等
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
農
林
漁
業
者
の
方

々
に
当
面
の
必
要
な
資
金
を
可
及
的
速
や
か
に
支
払
う
よ
う
促
し
て
い
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十
三
年
六
月
十
四
日
に
原
子

力
損
害
賠
償
支
援
機
構
法
案
を
国
会
に
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
畜
産
農
家
を
始
め
と
し
た

被
害
者
の
方
々
が
迅
速
か
つ
適
切
な
賠
償
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
万
全
を
期
す
考
え
で
あ
る
。
ま
た
、
「
政
府
が
代
わ
り
に
一

時
的
な
も
の
で
も
支
払
う
べ
き
」
と
い
う
御
指
摘
に
つ
い
て
は
、
議
員
立
法
と
し
て
提
案
さ
れ
た
平
成
二
十
三
年
原
子
力
事

六



故
に
よ
る
被
害
に
係
る
緊
急
措
置
に
関
す
る
法
律
案
が
、
現
在
国
会
に
お
い
て
審
議
中
で
あ
る
と
承
知
し
て
お
り
、
そ
の
動

向
を
見
守
っ
て
行
く
考
え
で
あ
る
。

七


